バリアフリーフェスタかながわ2025の開催結果について報告資料２


１　開催概要
（１）日時
令和７年11月１日（土）　11：15～17：00
（２）会場
横浜新都市ビル（そごう横浜店）
９階センタープラザ、新都市ホール、新都市ホールホワイエ
（３）テーマ
「みんなでつくるインクルーシブな社会
～だれひとり取り残さない、ともに生きる社会に向けて～」
（４）内容
県民会議構成団体を含む13団体が12コーナーを企画、運営した。
また、ステージ企画として、東京2025デフリンピック日本代表監督及び選手を招き、特別トークショー「東京2025デフリンピックを楽しみ尽くそう！」を実施した。ステージ企画に関連し、各コーナーで手話による挨拶を取り入れたり、スタッフに対して手話を披露してくれた参加者にデフリンピック応援ステッカー等の配布を行った。

２　イベント総括
（１）参加者数
	ア　コーナー参加者数
	延1,346名
	（参考：Ｒ６)
	延1,478名

	イ　スタンプラリー達成者数
	155名
	(参考：Ｒ６)
	198名

	ウ　手話企画参加者数
	193名
	
	



（２）来場者アンケート結果の概要（n=155）（詳細は参考資料１参照）
ア　来場者は50代が30.3%、60代が19.4%、70代が12.9%と中高年層が多かった。
イ　職種は、会社員（介護・福祉分野除く）18.1%、主婦17.4%、無職13.5%の順となった。
ウ　イベントを知ったきっかけは、家族・友人・知人等29.0%で最も多く、次にチラシ17.4%、新聞が14.2%であった。
エ　「また参加してみたいか」という問は、「そう思う」と「やや思う」で合計96.7%
オ　「バリアフリーの取組のイメージアップにつながったか」という問は、「そう思う」と「やや思う」で96.1%
カ　「バリアフリーの取組への興味関心は高まったか」という問は、「高まった」と「やや高まった」で合計93.5%
キ　「自由意見」では、「いろいろなことを発信、情報収集できる場でとても良いと思います」「思っていた以上に学ぶことができて、来て良かったです」などの意見があり、来場者にバリアフリーの街づくりの取組について理解を深めていただくことができた。また、「１つの場所で実際に体験できるのがよかった」「障がいを持った方と接する機会を経験できた」など、当事者等との交流や体験型ブースへ好意的な意見が多く寄せられた。

（３）実行委員会向けアンケート結果の概要（n=12）（詳細は参考資料２参照）
ア　出展団体は、イベント参加を通じ、来場者に伝えたいことを伝えることができたと回答した。
イ　実行委員会構成団体等が行った広報については、団体内や関係各所へのチラシ配布が最も多かった。その他、ＳＮＳやメール等を用いた広報を実施した。
ウ　「今後フェスタが開催されるとしたら参加したいと思うか」という問いには、５団体が「参加したい」、６団体が「分からない」、１団体が「参加したくない」という回答であった。「分からない」「参加したくない」と回答した団体からは、今後の開催形態等が未定であることのほか、準備時間やスタッフの確保が難しい等の理由が挙げられた。
エ　初めてフェスタに出展した団体からは、「福祉やバリアフリーに関わる機会の少ない方にも立ち寄ってもらえた」「１つのイベント内で様々な障がいに触れてもらえた点がよかった」という意見があった。
オ　その他、今後のバリアフリーの街づくりの普及啓発活動に関し、「当事者が直接参加し、その姿を見せることが障害者差別をなくしていくことになる」という意見があった。
